
新
規

継
続

☑ □

☑ □

☑ □

☑ □

☑ □

広報誌や瓦版等を配布し、地域の活動情報等を周知していくことで、すべての地域住民に福
祉・保健活動に興味をもってもらう。地域ケアプラザの場所を活用してもらい、地域住民にボラ
ンティア活動等に参加してもらう。

地域ケア会議、なかなかいいネ！推進会議、区とのケースカンファレンス等で個別課題・地域
課題の解決に向けた共有の場を活用し、ネットワークの構築に取り組む。

講座や地域での会合などで「エンディングノート」や「もしも手帳」などの紹介を行うなどして、比
較的入りやすいものから興味を持っていただき、ご自身、ご家族で今後のことについて考えて
いただくきっかけをつくっていく。

相談を通して、地域住民とケアマネジャーが連携できるよう橋渡しをする。研修やサロンの参
加率が低い事業所に対し積極的にアプローチする。ケアマネジャーと民生委員の交流会を開
催する。

□ 区からのコメント

平成31年度 不老町地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

各地区とも地域の特性に応じて、地区の目指す姿に向けた様々な取り組みが活発に
行われている。一方で、担い手の高齢化や次世代の育成が課題となっている。こうし
た実情を踏まえ、ケアプラザの機能を活かし、地域活動の広報・周知に努め、地域や
地域活動の魅力を発信する。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

地区連合町内会議や民児協等の集まりに参加し、幅広い対象者の施設であることや、出張相
談ができることなど、地域ケアプラザの機能について定期的に説明していく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

平成31年度　不老町 地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

公設の施設として、相談者の意思を尊重し、住
民・地域団体・事業者に対し、公正・中立な立
場で業務にあたる。具体的には相談内容に応
じ、一覧表などの資料を活用しながら適切な支
援・情報提供に取り組む。

個人情報保護やあらゆる事故に対する危機意
識を常にもって業務に取り組む。重大な事故に
至ってしまう可能性がある事案や一歩手前の
事例に対し、ヒヤリハット報告書を作成し、職員
間で共有し、業務改善を図る。

利用者の意向を尊重し、安全・安心のサービス
に努め、その人らしい「自立」を支援する。

介護予防を中心に、安全・安心なサービス提
供に努め、その人らしい「自立」を支援する。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

住み慣れた地域で自分らしい生活ができるよう
計画を作成し適切なサービス・資源に繋げる。

「自立」を基本に計画を作成し、公的サービス
をはじめ、地域資源を活用した支援に取り組
む。

管理者 １名　介護予防支援プランナー ３名 管理者 １名　介護支援専門員 ３名

利用者
実績
（人）

通所介護
認知症対応型通所介護

第１号通所事業
介護予防認知症対応型通所介護

利用者
実績
（人）

【実施日数】　週７日（年末年始除く）

【提供時間】　午前９時４０分～午後４時４５分

【定員】　　　　３５人

【実施日数】　週７日（年末年始除く）

【提供時間】　午前９時４０分～午後４時４５分

【定員】　　　　３５人

食材料費　　７５０円 食材料費　　７５０円

管理者 １名　相談員 ３名　介護職員 １１名
看護職員兼機能訓練指導員 ６名

管理者 １名　相談員 ３名　介護職員 １１名
看護職員兼機能訓練指導員 ６名



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
13,432,000 13,432,000 13,432,000 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

35,000 35,000 35,000

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

0 0 0

13,467,000 0 13,467,000 0 13,467,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,139,000 0 11,139,000 0 11,139,000

7,905,000 7,905,000 0 7,905,000

963,000 963,000 0 963,000

2,105,000 2,105,000 0 2,105,000

30,000 30,000 0 30,000

0 0 0 0 ハマふれんど

114,000 114,000 0 114,000

22,000 22,000 0 22,000

951,000 0 951,000 0 951,000

1,000 1,000 0 1,000

420,000 420,000 0 420,000

0 0 0 0

20,000 20,000 0 20,000

160,000 160,000 0 160,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

170,000 170,000 0 170,000 パソコン購入予定

0 0 0 0

4,000 4,000 0 4,000

1,000 1,000 0 1,000

10,000 10,000 0 10,000

75,000 75,000 0 75,000

90,000 90,000 0 90,000

0 0 0 0

0 0 0 0

140,000 0 140,000 0 140,000

10,000 10,000 0 10,000 予算：指定額

130,000 130,000 0 130,000

5,044,000 0 5,044,000 0 5,044,000

0 0 0 0

3,054,000 0 3,054,000 0 3,054,000

電気料金 968,000 968,000 0 968,000

ガス料金 770,000 770,000 0 770,000

水道料金 1,316,000 1,316,000 0 1,316,000

160,000 160,000 0 160,000

500,000 500,000 0 500,000 予算：指定額

70,000 70,000 0 70,000

1,260,000 0 1,260,000 0 1,260,000

空調衛生設備保守 190,000 190,000 0 190,000

消防設備保守 90,000 90,000 0 90,000

電気設備保守 75,000 75,000 0 75,000

害虫駆除清掃保守 35,000 35,000 0 35,000

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 870,000 870,000 0 870,000

0 0 0 0

0 0 0 0

900,000 0 900,000 0 900,000

0 0 基本的に、この行は入力しません

900,000 900,000 0 900,000

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

18,174,000 0 18,174,000 0 18,174,000

△ 4,707,000 0 △ 4,707,000 0 △ 4,707,000

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0 0

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

平成31年度　「横浜市不老町地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収入合計

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

自主事業収入
雑入

科目

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

指定管理料
利用料金収入
指定管理料充当　事業

手当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科目

人件費

支出の部

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

振込手数料
リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当　事業

地域協力費
その他

清掃費
修繕費

光熱水費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

当該施設分
ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

34,235,000 34,235,000 34,235,000 横浜市より
151,000 151,000 151,000 横浜市より

5,789,000 5,789,000 5,789,000 横浜市より
0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

38,000 38,000 38,000

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

0 0 0

40,213,000 0 40,213,000 0 40,213,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

36,462,000 0 36,462,000 0 36,462,000

22,546,000 22,546,000 22,546,000

4,712,000 4,712,000 4,712,000

8,459,000 8,459,000 8,459,000

63,000 63,000 63,000

0 0 0 ハマふれんど

607,000 607,000 607,000

75,000 75,000 75,000

2,125,000 0 2,125,000 0 2,125,000

5,000 5,000 5,000

382,000 382,000 382,000

0 0 0

0 0 0

415,000 415,000 415,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

600,000 600,000 600,000 パソコン6台購入予定

0 0 0

28,000 28,000 28,000

110,000 110,000 110,000

20,000 20,000 20,000

225,000 225,000 225,000

140,000 140,000 140,000

0 0 0

200,000 200,000 200,000 パソコン保守料・会費　他

571,000 0 571,000 0 571,000

252,000 252,000 252,000 予算：指定額

48,000 48,000 48,000

151,000 151,000 151,000

120,000 120,000 120,000 予算：指定額

1,303,000 0 1,303,000 0 1,303,000

0 0 0 予算：指定額

820,000 0 820,000 0 820,000

電気料金 260,000 260,000 0 260,000

ガス料金 210,000 210,000 0 210,000

水道料金 350,000 350,000 0 350,000

39,000 39,000 39,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

18,000 18,000 18,000

300,000 0 300,000 0 300,000

空調衛生設備保守 50,000 50,000 50,000

消防設備保守 23,000 23,000 23,000

電気設備保守 20,000 20,000 20,000

害虫駆除清掃保守 10,000 10,000 10,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 197,000 197,000 197,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

40,461,000 0 40,461,000 0 40,461,000

△ 248,000 0 △ 248,000 0 △ 248,000

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

指定管理料（包括）

平成３１年度　「横浜市不老町地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）

社会保険料

支出の部

利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入
雑入

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

科目

人件費
本俸

健康診断費
勤労者福祉共済掛金

手当計

その他
事務費

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

退職給付引当金繰入額

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料

建築物・建築設備点検

振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

事業費
協力医
指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

当該施設分

基本的に、この行は入力しません。

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

ニーズ対応費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

支出合計
差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

光熱水費



平成３１年４月１日～令和２年３月３１日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

15,524 8,200 8,200 12,419 12,419 87,634 87,634 6,667 6,667

0 0 0 0 0 0 379 0 379 9,629 0 9,629 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受託収入 0 0 0 0 379 379 0 0 0 0

受取利息配当金 0 0 0 0 0 0 93 93 0 0

受入研修費収入 0 0 0 0 0 0 35 35 0 0

施設整備等積立資金取崩収入 0 0 0 0 0 0 3,500 3,500 0 0

雑収入 0 0 0 0 0 0 9 9 0 0

その他(施設使用料相当額) 0 0 0 0 0 0 2,380 2,380 0 0

その他(提案時控除　法人負担分) 0 0 0 0 0 0 3,612 3,612 0 0

15,524 0 15,524 8,200 0 8,200 12,798 0 12,798 97,263 0 97,263 6,667 0 6,667

0 0 0 0 23,769 23,769 60,954 60,954 0 0

0 0 0 0 1,648 1,648 10,036 10,036 0 0

0 0 0 0 0 0 7,045 7,045 0 0

0 0 0 0 0 0 5,747 5,747 0 0

10,420 0 10,420 4,565 0 4,565 0 0 0 9,919 0 9,919 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 250 250 0 0

介護予防プラン委託料 10,420 10,420 4,565 4,565 0 0 0 0 0 0

固定資産取得支出 0 0 0 0 0 0 3,677 3,677 0 0

その他(施設使用料相当額) 0 0 0 0 0 0 2,380 2,380 0 0

その他(提案時控除　法人負担分) 0 0 0 0 0 0 3,612 3,612 0 0

10,420 0 10,420 4,565 0 4,565 25,417 0 25,417 93,701 0 93,701 0 0 0

5,104 0 5,104 3,635 0 3,635 -12,619 0 -12,619 3,562 0 3,562 6,667 0 6,667

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護

平成３１年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市不老町地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援第1号介護予防支援

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）



(5)自主事業計画書・報告書.xlsx

不老町地域ケアプラザ　ＯＲ　○○○特別養護老人ホーム併設地域包括支援センター

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

1 介護者のつどい
平成25
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

５
・
７

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

高齢者虐待予防、養護者支援の観点から専
門職や参加者間でのアドバイスの提供、情報
共有、傾聴の場として介護者の負担軽減を目
的に開催する。

・中区在住で介護をしている家族対象
・会場：不老町地域ケアプラザ
・年４回　第４木曜日１３：３０～１５：００

3 高齢者虐待研修
平成３
０年度

２
　
包
括

7
　
そ
の
他

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

在宅で高齢者介護に携わっている介護支援
専門員向けに高齢者虐待を未然に防ぐため
の早期発見・対応の方法、養護者支援につい
て理解・考察を目的とし研修を企画・開催す
る。

年１回（中区　６地域ケアプラザ包括共催）
令和２年２月予定　虐待対応の専門家講師の
講義　・中区の居宅介護支援事業所の介護支
援専門員を対象とする。

５
・
７

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域住民が安心して尊厳のある生活ができる
ように権利擁護を主に成年後見制度や家族
信託等、講座を開催し情報提供や適切な専門
機関に繋げることを目的とします。

第１回目：令和元年５月２３日
第２回目：令和元年１０月２４日
・会場：不老町地域ケアプラザ
・各回、司法書士、片づけ業者の講師を招き
不老町エリアの住民向けに権利擁護の講座
をおこなう。

2 終活講座
平成３
０年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

5 寿を知ろう
平成26
年度

２
　
包
括

6
　
事
業
者

6

寿福祉プラザをお借りして寿福祉プラザの方
の講義と地区見学を実施予定。
講義の内容として寿地区の成り立ち・時代背
景や高齢化率などと現状を学び、実際に活動
している中での困っている事や不安に感じて
いる事などの話し合いを行い情報交換。

寿福祉フラザの職員に講義を依頼。寿地区の
成り立ち(歴史)の講義と地区の見学をする。
支援する上で困っている事なども支援者やフ
ラザの人を交えて話し合いをする。

6

簡易宿泊所はトコジラミやゴキブリが多くいま
す。そのため刺されたりの被害が多いのが実
情としてあります。支援事業所・介護に関わる
方が知らないうちに媒介者となる可能性があ
ります。衛生害虫の知識・駆除の方法を学ぶ
機会を得るために企画しました。

年１回　開催。区役所の生活衛生課に講師を
依頼し不老町エリアと寿地区を担当している
支援事業所対象とする

4
「衛生害虫」につい
て学ぶ

平成26
年度

２
　
包
括

6
　
事
業
者

7 あったかサロン
平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

5

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

「全世代まるごと支援」を掲げ、地域の皆さん
が気軽に集うことが出来るフリースペース。
職種・文を問わず連携し、事業を実施できる場
として活用する。

・原則：毎月第4木曜日　13:30～16:00
・平成29年度に実施した「コーヒーボランティア
養成講座」参加者による、「地域の方へのおも
てなし」実践の場の提供。
・障害者作業所等の販売支援、サロンに集ま
る方への趣味講座の開催を通して、多世代・
多文化交流の場を提供する。
→毎月講座や催しを行う。

6

中区６包括支援センター・中区高齢・障害支援
課共催で実施予定。
介護支援専門員に期待される専門性の向上
を目指す。
自立支援に資するケアプラン・ケアマネジメン
トについて知見を深める。

中区内で活躍する介護支援専門員を対象。
研修１回「訪問介護の自立支援機能」～訪問
介護による自立支援を考える。
研修２回「サービス事業所と共有できるプラン
とは」～いつもとは視点を変えてサービス事業
所からみたケアプランを振返る。

6 :ケアプランを作ろう
平成31
年度

２
　
包
括

6
　
事
業
者

9 ママリフレッシュ
平成23
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

3

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

育児中の母親が、ヨガを取り入れた運動を通
して、心身をほぐし体調を整えていくことを目
的としている。

・毎月第4金曜日　10：00～
・前半は親子で身体を動かしていく
・後半は母親だけ体操で身体を動かしていく。
・乳幼児については、職員が見守り・保育を
行っていく。

3

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

子育て中の親子に交流の場の提供を行う。
平成25年度より開始された、子育て相談員に
よる子育て相談も行っている。
子育て情報の提供や、子育てに関する講座等
の開催も実施し、子育て中の親子の支援を
行っていく。

・毎月第1・2・4・5月曜日　10；00～16；00開催
・10；00～12：00（祝日を除く）子育て相談員に
よる子育て相談実施

8
子育て支援
「あのね」

平成18
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

平成31年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



(5)自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

11
障害児・者への理
解を深める啓発活
動

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

①「災害時」に焦点を当て、障害についての理
解を深めるための啓発を行っていく。

②パラスポーツの体験を通して、興味を持つ・
理解を深めるきっかけづくりを行う。

①・区内のCP、区社協と協働し開催を目指
す。
　・1月ごろ実施予定。

②地域住民を対象に、今年度内に実施予定。

5

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

お祭りの開催を通して、地域住民に対するケ
アプラザの周知・広報活動を行う。
また、団体や地域住民、ボランティアの交流・
発表の場としてPRする。

・11月23日に開催
・団体発表と地域交流活動の推進のため、全
世代まるごと支援を掲げた「あったかサロン」
の拡大版として開催。
・団体発表や、こども食堂のカレー販売、ボラ
ンティア活動の場を提供。

10
不老町
ケアプラザまつり

平成29
年度

７
　
共
催

（
１
と
２

と
３

）

5
　
地
域

13
すまいる体操教室
（介護予防教室等）

平成30
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

1

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

地域の高齢者が定期的に外出し運動する機
会を作り、主体的・継続的なグループ活動が
できるよう目指すことを目的とします。

・会場：吉田中学コミュニティーハウス
・介護予防教室
･年12回　毎月第3水曜日10時～11時30分
・地域指導者によるコグニサイズ、浜トレを中
心とした体操

3

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

音楽に合わせお子さんと一緒に身体を動か
し、お母さんのシェイプアップ＆リラクゼーショ
ンを行う。親子で触れ合い、新しい時間を過ご
す。

・令和2年1月22日に実施
・中区公立保育園と共催
・講師による親子で参加できるプログラム実施
・親子でエクササイズ

12 育児講座

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

15
伊勢ぶらクラブ
（介護予防教室等）

平成30
年度

６
　
共
催

（
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

1

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

地域の高齢者が定期的に外出し運動する機
会を作り、主体的・継続的なグループ活動が
できるようになることを目的とします。

・登美屋ビル内 介護予防
・コグニサイズ、ハマトレをメインとした地域指
導者による体操。ロコモ予防・社会参加・認知
症予防。
・毎月第3金曜日14時から15時30分

1

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

フレイルについて理解を深め、予防法を学ぶ
事が出来るようになることを目的とします。

・会場：吉田中学コミュニティーハウス
・フレイル予防講座。口腔機能向上の基礎知
識を学ぶ。
・令和元年7月17日10時から11時30分
・歯科医師による講座14

フレイル口腔講座
（健康教育・出前講
座）

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

17
フレイル予防教室
（健康教育・出前講
座）

４
　
共
催

（
１
と

２

）

1
　
高
齢
者

1

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

フレイルについて理解を深め、予防法を学ぶ
事が出来ることを目的とします。

・会場：不老町地域ケアプラザ多目的ホール
（あったかサロン内）
・オーラルフレイル・栄養についての講義と、フ
レイル予防に効果のある食事の調理を実際に
行う。
・歯科医師・管理栄養士による講座
・令和2年2月開催予定

1

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

簡易宿泊所に居住している方を対象に低栄養
や生活習慣病予防に関する栄養講座を開催
し予防への関心を高めることを目的とします。

・会場：寿地区内
・管理栄養士による栄養に関する基礎知識を
学ぶことに加え、簡単な調理法や惣菜の選び
方等を学ぶ。
・令和元年9月予定16

栄養講座
（健康教育・出前講
座）

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

19
こども食堂
軽食づくり

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

夏休み等の長期休暇の際、給食がないことか
ら自宅でしっかり食事を摂らない子がいるので
は、とのことで、簡単に作れる軽食づくりの体
験の機会を設ける。
こども食堂を知ってもらう機会をつくる。

・夏休み期間に実施
・こども食堂連絡会事務局で開催
・昼の時間帯を挟んで行う
・軽食づくりの体験とこども食堂の周知案内

5

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

地域の担い手発掘を目的とします。 ・会場：不老町地域ケアプラザ
・地域の担い手になる人材育成のきっかけを
つくる講座を実施
・令和２年１月頃開催予定

18
ボランティア養成講
座（地域介護予防
活動支援）

６
　
共
催

（
２
と
３

）

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

子育て中の悩みの一つである「歯みがき」に
焦点を当て、歯科衛生士によるミニ講話や歯
みがきのレクチャー等を行う。

・6月27日の10：00～11：00
・協力：横浜山手キッズデンタルパーク
・歯科衛生士による虫歯予防と歯みがき予防
についての講座

20
親子で楽しく学ぶ
歯みがき講座

１
　
地
域
交

流

3
　
乳
幼
児



(5)自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

21 ゆったりの会

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

1
　
高
齢
者

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

連合町内会をまたいだ地域交流から、新しい
協力体制の構築を狙う。また、顔見知り同士
の間にも知らなかった特技や長所、経歴を見
出すことによって新たな協力関係の構築。

・年度内計６回実施
・毎回テーマを変えて会話の題材になるもの
を持ち寄って頂き、会話を膨らませる。会話か
ら、自身が気付かなかった内面に触れる機会
を設ける。

23 傾聴講座

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

主に地域で活動されている方がさらに充実し
た活動が出来るように、傾聴に関する知識を
習得して頂く。

主に地域で活動されている方を対象に、傾聴
の講座を開催。

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

担い手になりうる年代の方にも活動にご協力
頂き新たな、担い手の発掘を狙う。連合町内
会をまたいだ交流から、新たな関係性を構築
する。歌を通じた認知症予防。

・年度内計９回実施
・ギターやエレキギターによるバンド演奏で参
加者が若いころに流行った歌を参加者全員で
唄う。

22 みんなで唄う会

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

25
「生活支援コーディ
ネーター瓦版」

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

生活支援コーディネーターの活動の紹介。地
域で活動している方、交流・居場所・生活支
援・介護予防などの紹介。担い手発掘。

毎月、１回発行。（年１２回）４００部程度発行。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ケアプラザの周知や、自主事業の案内、地域
の情報等を掲載する。情報発信のツールとし
て使用。

・奇数月の１日に発行。（年６回）
・外注で2,000部の発行。

24
広報誌発行
「ほほえみがえし」

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

27

26



平成 31 年 3 月 31 日 

 

平成 30年度中区地域ケアプラザ 

事業実績評価結果概要（兼事業計画コメントシート） 
 

不老町地域ケアプラザ               総合評価 〔 A 〕 

 

事業実績評価概要 → 事業計画書コメント 

 
（区より）           （ケアプラより） 

■ 全事業共通       ↓            ↓ 

・各地区との関係作りをしながら、地域支

援が行われています。今後も、５職種が連

携し、中なかいいネ！第３期計画について

の推進も引き続きお願いします。 

・地域で得られた課題やニーズ等につい

て、地域や地域支援チームへの還元をお願

いします。また、課題解決に向けた地域支

援の在り方について、チームの牽引役をお

願いします。 

○5 職種で連携を図り、地域支援を継続す

ると同時に、中なかいいネ！第３期計画の

推進に向け取組みます。 

○キャッチした地域情報は、支援チーム会

議等で共有し、地域課題の解決に向け、チ

ームで取組みます。 

■ 地域活動交流事業 

・多くの事業で、参加者の新規開拓や地域

交流促進をしていただきました。開拓した

住民同士や団体のネットワークづくりが

進んでいくよう支援をお願いします。 

・また、地域の大きな課題である担い手発

掘・育成について、引き続き地域への支援

をお願いします。 

○世代の垣根を越えた交流促進に努め、

様々な地域の方々にケアプラザを活用い

ただきました。このつながりを更に広げ、

各地区で課題となっている担い手の発

掘・育成につなげることができるよう取組

みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙５ 



■ 生活支援体制整備事業 

・住民参加の場を広げていただく取組を各

地で実施していただきました。その居場所

が地域に根ざした活動となり、新たな人材

の発掘や他の団体とのつながりで、取組が

広がるよう、引き続き支援をお願いしま

す。 

・地域ケアプラザが把握した地域情報を見

える化し、住民の地域づくりの関心が高ま

るよう協議の場を検討していただくよう

にお願いします。 

○地域に根ざした活動が、住民どおしの交

流や活躍の場となり、さまざまな機能を有

する「居場所」となることができるように

支援に臨みます。 

○地域課題の抽出と情報の見える化に努

め、住民との協議の場づくりに努めます。 

■ 地域包括支援センター運営事業 

・エリアが広く、また住民主体の地域活動

が困難な地域でありながらも、認知症予防

の普及啓発に積極的に取組み、地域の自主

的な活動に結び付けるなど、着実に成果を

上げていただいています。また、個別対応

が困難なケースも多くある中、行政と迅速

かつ適切に対応しています。今後も、関係

機関との連携を強化しながら、効率的・効

果的な地域支援を期待しています。 

○認知症予防の普及啓発をはじめ、各地区

の課題解決に向け積極的に取組みます。 

○個別の困難を抱えた事例も少なくなく、

行政と連携を積み重ねながら、効率的・効

果的な支援に取組みます。 

 

  

 

 区の評価概要に対して、31年度の目標等について右側の欄に簡単に記入し、事業計画書

と一緒にご提出ください。 

 


	平成31年度ＰＤＣＡシート公表用
	平成31年度事業計画書
	平成31年度収支予算書
	平成31年度自主事業計画書
	コメントシート

